
平成 28年度 

認知症サポーター優良活動事例と 
サポーター講座展開優良事例 表彰団体 

 
1.自治体等認知症サポーターの活動事例 

 

①じょいふるカフェ会 

 （神奈川県相模原市） 

キャラバン・メイト活動から発展した 

認知症の人とサポーターの交流活動 

～オレンジカフェから農園まで 

 

②福岡市 南区 弥永小学校区住民 

 ほっとかれん隊 

（福岡県福岡市） 

 

 認知症の方とその家族が安心して 

 情報公開でき暮らせるまち 

 2.企業・職域団体における認知症サポーターの活動事例     

 

 3.キャラバン・メイトの創意工夫によるサポーター講座展開事例     

 

 

 特別賞 企業・職域団体における認知症サポーターの活動事例   

 

①座間市消防本部・消防署 消防活動から得た認知症対応の心得を地域へ 

 ～ヘルパーとも協力して 

②京都府警察本部 警察が推進する認知症高齢者を 

行方不明者にしない地域づくり 

①北海道清水町 

 鈴木 康功 

（北海道清水町） 

多職種メイトの連携で展開する 10時間の 

福祉授業カリキュラム 

 ～認知症を知り福祉を考える小学生を育てる 

 

①株式会社 イトーヨーカ堂 実行性・継続性ある地域と店舗の連携体制 

  



 

 

 

選考評価のチェックポイント 

 

●「自治体等認知症サポーターの活動事例」 

①多職種のメンバーで構成され、各サポーターの属性、特色を生かしているか。［多職種構成］ 

②自治体等地域の関係機関との連携が図れているか。［連携］ 

③地域の実情に応じた工夫がなされているか。［工夫］ 

④地域における認知症の人・その家族が活用しやすい機能を備えているか。［活用のしやすさ］ 

⑤活動地域で受け入れられ、評価されるべき活動実績があるか。［活動実績］ 

 

●「企業・職域団体における認知症サポーターの活動事例」 

①自治体等地域の関係機関との連携が図れているか。［連携］ 

②業務の特徴に応じた工夫がなされているか。［工夫］ 

③活動地域で受け入れられ、評価されるべき活動実績があるか。［活動実績］ 

 

●「ｷｬﾗﾊﾞﾝ・ﾒｲﾄの創意工夫によるサポーター講座展開事例」 

①認知症の基礎知識の内容（標準教材に沿った内容）がしっかり押さえられているか。［基本］ 

②講座の組み立て方に工夫があるか。［工夫］ 

（受講者を飽きさせない、対象者に応じて興味をもてるように 等） 

③認知症の症状や対応のポイントついて、わかりやすく伝えているか、誤解を招く表現などが

ないか。 

 認知症の人の行動で笑いをとるような表現はないか。［表現］ 

④認知症について暗いイメージ、悲惨さを伴う表現に偏っていないか。［悲惨さへの偏り］ 
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